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琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
の
諸
課
題

答

琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
は
、
治

水
面
で
は
下
流
の
洪
水
の
危
険

性
と
瀬
田
川
洗
堰
の
全
閉
操
作
、
利

水
面
で
は
下
流
の
利
水
と
琵
琶
湖
の

水
位
管
理
、
さ
ら
に
は
琵
琶
湖
の
生

態
系
な
ど
環
境
の
面
で
も
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
流

域
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
う

し
た
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
包
括

的
な
合
意
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト※

２

も
動
き

出
し
、
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
は
新
時

代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
滋

賀
県
は
、
総
合
的
な
水
量
管
理
ビ
ジ

問

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
琵
琶

湖
・
淀
川
流
域
の
現
状
と
、
今

後
、
滋
賀
県
が
果
た
し
て
い
こ
う
と

す
る
役
割
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

少
子
化
の
進
行
と
子
育
て
支
援

答

昨
年
７
月
、
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
が
制
定
さ
れ
、

次
世
代
育
成
の
た
め
の
行
動
計
画
の

策
定
・
実
施
が
自
治
体
に
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
行
動
計
画
で
は
、
基

本
的
な
理
念
や
方
向
性
と
と
も
に
、

具
体
的
に
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
や
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
の
教

育
環
境
の
整
備
、
良
質
・
良
好
な
居

住
環
境
の
整
備
、
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
支
援
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
施
策
を
示
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
、
市
町
村
で
実
施
さ
れ
た
子
育

て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
等
を
ふ
ま
え
、
県
全
体
の
目
標
事

業
量
を
設
定
し
、
少
子
化
対
策
を
確

実
に
推
進
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問

出
生
率
の
低
下
が
続
く
現
状

を
ふ
ま
え
、
現
在
、
策
定
が
進

め
ら
れ
て
い
る
県
の
行
動
計
画
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

答

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
県
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
を
ふ
ま
え
、

今
回
、
条
例
を
大
幅
に
見
直
し
、
改

正
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
バ
リ
ア
フ

問

「
滋
賀
県
住
み
よ
い
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
一
部
改

正
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
と
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

東
海
道
新
幹
線

（
仮
称
）
び
わ
こ
栗
東
駅

答

新
駅
は
、
観
光
客
の
誘
致
や

企
業
活
動
の
活
発
化
な
ど
様
々

な
効
果
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
効
果
は

県
南
部
地
域
は
も
と
よ
り
県
全
域
の

発
展
に
つ
な
が
る
全
県
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

県
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
例
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
歩
踏
み
込

ん
だ
形
で
の
負
担
と
調
整
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
駅
を
高
架
下
駅
と
す
る

の
は
予
定
位
置
が
「
盛
土
区
間
」
で

あ
る
た
め
で
す
が
、位
置
の
選
定
は
、

利
活
用
の
観
点
か
ら
、
現
在
の
位
置

と
す
る
の
が
合
理
的
と
考
え
た
も
の

で
す
。

問

新
駅
整
備
に
つ
い
て
の
県
の

費
用
負
担
の
考
え
方
と
、
費
用

が
高
く
つ
く
高
架
下
駅
に
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

答

本
県
で
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目

問

生
活
習
慣
病
に
対
す
る
総
合

的
な
予
防
対
策
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

う
際
の
支
援
と
し
て
、
県
の
地
域
防

災
計
画
の
中
で
、
危
険
区
域
に
あ
る

住
民
の
皆
さ
ん
を
安
全
な
場
所
に
避

難
さ
せ
る
た
め
の
避
難
方
法
等
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
雨
量

や
河
川
ご
と
の
水
位
等
の
情
報
を
、

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

本
県
で
同
様
の
事
態
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
県
と
市

町
村
と
で
検
討
を
進
め
、
初
期
段
階

に
お
け
る
具
体
的
な
改
善
策
を
ま
と

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ョ
ン
の
提
案
を
は
じ
め
、
流
域
を
統

合
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
や
組
織
な

ど
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
枠
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
提
案

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

指
し
、
平
成
12
年
度
に
「
健
康
い
き

い
き
21
」
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
栄
養
、

運
動
、
休
養
に
加
え
て
糖
尿
病
や
心

す
べ
て
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
総
合
的
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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リ
ー※

３

」
の
取
り
組
み
に
加
え
、
だ
れ

も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い

く
と
い
う
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン※
４

」
と
い
う
考
え
方
で
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。こ

う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、今
後
、

県
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む
上
で

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
指
針
を
策

定
し
、
ま
た
、
積
極
的
な
情
報
提
供
、

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
行
政
や
事
業
者
、
県
民
が
協

働
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
実
効
性
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

疾
患
、
脳
卒
中
、
が
ん
な
ど
を
対
象

と
し
た
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
を
県
民
運
動
と

し
て
展
開
す
る
と
と
も
に
、
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
社
会
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

7
月
定
例
会
質
問
一
覧

佐
野
　
高
典
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
科
学
技
術
の
振
興
に
つ
い
て

▼
三
位
一
体
改
革
と
今
後
の
財
政
運
営
の
考
え
方
に

つ
い
て

▼
地
震
防
災
対
策
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て

▼
新
滋
賀
県
環
境
総
合
計
画
に
基
づ
く
今
後
の
環
境

行
政
に
つ
い
て

▼
少
子
化
の
よ
り
一
層
の
進
行
と
次
世
代
育
成
支
援

対
策
に
つ
い
て

▼
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

▼
県
版
経
済
振
興
特
区
計
画
の
認
定
と
今
後
の
推
進

方
策
に
つ
い
て

▼
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
つ
い
て

▼
水
害
防
止
に
対
す
る
県
の
取
り
組
み
と
河
川
適
正

利
用
対
策
に
つ
い
て

▼
本
県
の
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

▼
県
立
高
等
学
校
通
学
区
域
制
度
に
つ
い
て

大
井
　
豊
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
市
町
村
合
併
に
伴
う
県
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
県
内
大
学
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
予
算
編
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）
び
わ
こ
栗
東
駅
の
設
置

に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

▼
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
つ
い
て

▼
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

▼
コ
ラ
ボ
し
が
21
の
運
営
に
つ
い
て

▼
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
変
更
に
つ
い
て

▼
教
育
長
の
所
信
を
問
う

中
嶋
　
武
嗣
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
廃
棄
物
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
―
国
際
社
会
に
通
じ
る
人
材
育
成
に
つ

い
て

∏

学
校
教
育
の
基
本
理
念
に
つ
い
て

π
　
国
語
力
の
向
上
に
つ
い
て

∫

（
仮
称
）
自
然
体
験
ス
ク
ー
ル
・「
山
の
子
」

の
制
度
化
に
つ
い
て

▼
教
育
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

徳
永
　
久
志
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
格
差
と
社
会
に
つ
い
て

▼
景
観
行
政
に
つ
い
て

▼
各
種
詐
欺
事
件
に
つ
い
て

家
森
　
茂
樹
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
子
ど
も
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

梅
村
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
経
費
削
減
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
危
機
管
理
の
強
化
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一

部
改
正
と
関
連
す
る
課
題
に
つ
い
て

▼
健
康
県
滋
賀
づ
く
り
に
つ
い
て

北
野
　
加
代
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼「
琵
琶
湖
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
推
進
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場

環
境
改
善
工
事
に
つ
い
て

▼
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

清
水
　
克
実
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
滋
賀
県
に
お
け
る
生
物
多
様
性
対
策
に
つ
い
て

▼
教
育
基
本
法
改
正
に
つ
い
て

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
高
等
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

∏
　
高
等
学
校
の
通
学
区
域
制
度
の
変
更
に
関
連

し
て

π
　
高
等
学
校
改
革
に
つ
い
て

山
田
　
和
　
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
東
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）
び
わ
こ
栗
東
駅
の
新
設

に
つ
い
て

▼
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
誘
致
に
つ
い
て

▼
有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
公
正
で
積
極
的
な
選
挙
の
あ
り
方
に
つ
い
て

森
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

▼
一
連
の
警
察
の
不
祥
事
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
に
つ
い
て

▼
瀬
田
地
域
へ
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
進
出
に
つ
い
て

桐
山
　
ヒ
サ
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
山
岳
地
域
に
お
け
る
「
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
」
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て

▼
下
水
道
計
画
に
つ
い
て

▼
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
廃
止
問
題
に
つ
い
て

▼
県
立
高
校
通
学
区
域
制
度
に
つ
い
て

出
原
　
逸
三
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
琵
琶
湖
の
水
質
に
つ
い
て

▼
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
に
つ
い

て
▼
生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
実
態
に
つ
い
て

▼
雇
用
問
題
に
つ
い
て

▼
電
線
の
地
中
化
に
つ
い
て

青
木
　
愛
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
学
校
教
育
に
つ
い
て

∏
　
環
境
教
育
の
一
層
の
推
進
に
つ
い
て

π
　
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
実
施
に
つ
い

て
∫
　
指
導
力
不
足
教
員
に
つ
い
て

▼
弱
者
へ
の
虐
待
問
題
に
つ
い
て

∏
　
幼
児
、
児
童
へ
の
虐
待
に
つ
い
て

π
　
高
齢
者
へ
の
虐
待
に
つ
い
て

∫
　
障
害
者
へ
の
虐
待
に
つ
い
て

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
滋
賀
県
に
お
け
る
知
的
財
産
の
活
用
戦
略
に
つ
い

て

小
寺
　
裕
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
総
括

▼
滋
賀
の
教
育
に
つ
い
て

▼
県
立
高
校
の
通
学
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

▼
朝
の
読
書
推
進
運
動
に
つ
い
て

▼
集
中
豪
雨
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

▼
捜
査
報
償
費
に
つ
い
て

太
田
　
正
明
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
草
津
市
内
・
住
居
隣
接
の
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理

業
者
へ
の
行
政
指
導
に
つ
い
て

▼
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
よ
る
へ
い
死
ゴ
イ

回
収
作
業
に
係
る
漁
業
関
係
者
の
協
力
へ
の
対
応

に
つ
い
て

▼
悪
化
す
る
南
湖
の
現
状
お
よ
び
繁
茂
す
る
藻
の
影

響
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

岡
崎
　
基
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
県
南
部
広
域
処
理
シ
ス
テ
ム
施
設
整
備
計
画
委
員

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

西
沢
　
久
夫
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
滋
賀
県
中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

▼
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
夏
季
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

に
つ
い
て

▼
健
康
対
策
に
関
す
る
長
期
的
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
県
版
経
済
振
興
特
別
区
域
制
度
に
つ
い
て

▼
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

▼
駐
車
場
付
置
義
務
と
集
会
施
設
周
辺
の
迷
惑
駐
車

に
つ
い
て
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